
 

縦断観測

TREND-ＦＩＥＬＤで TREND-ONE の路線データを 

読み込み、縦断観測をおこなう操作を、 

簡単な入力例で解説しています。

※解説内容がオプションプログラムの説明である
場合があります。ご了承ください。
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1 路線データの読み込み 

TREND-FIELDで、TREND-ONEの路線データを読み込みます。 

TREND-FIELDの観測パネ

ルで、［縦断］を選択します。 
 

1 
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路線データを読み込む 
ここでは、サンプルの路線データ「01_路線データ（標高なし）.xrf」を読み込みます。 

 

 
1 

2 

3 

4 

サンプルデータは、［ヘルプ］－［マニュアル］コマンドで

表示されるマニュアルサイトからダウンロード可能です。 

※利用するには、インターネット接続環境が必要です。 

［線形読込み］をフリックして、 

［路線データ読込み］を選択 

します。 

2 

読み込む路線データのファイル 

をタップします。 
3

 

［開く］をタップします。 4 
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2 縦断観測 

縦断観測を起動して、観測データを入力します。 
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縦断観測を起動する 
縦断観測を起動します。 

 
［縦断観測］をタップします。 
 

1 
 

5 

4 

1 

2 

3 

観測する線形データをタップ

します。 
 

2 

［OK］をタップします。 
 

3 

ＢＭ点名、BM標高、ＢＭ距離1 

を入力します。 
4 

［OK］をタップします。 5 
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観測データを入力する 
観測データを入力します。ここでは、観測データを手入力する例で解説します。 

 

路線の観測データを入力する 

路線の BM.1、BP、NO.1、NO.2の観測データを入力します。 

BM.1、BP、NO.1、NO.2の 

観測データを入力します。 
1 
 

1 

線形にプラス杭（No.2＋5.2）を追加する 

線形にプラス杭を追加します。 

［メニュー］をタップします。 1 
 

1 

2 

3 

［線形］をタップします。 2 

［プラス杭］をタップします。 3 



  

4 

10 

［点名設定］をタップします。 
 

4 

［パターン1］で、［距離小数

点以下桁数］を「1桁」に設

定します。 

5 

4 

6 

5 

8 

9 

7 

11 

10 

［OK］をタップします。 6 

［計算種類］で［センター点1点 

指定］が選択されていることを 

確認します。 

7 

［杭No］と［＋距離］を入力

します。 
8 

［点名自動］をタップします。 9 

自動設定された点名を確認 

します。 

11 ［OK］をタップします。 
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12 

12 

プラス杭の観測データを入力

します。 

構造物①を追加する 

構造物①を追加します。 

1 
 

2 

構造物を挿入する行（ここでは 

No.6）を選択して、[挿入]を 

タップします。 

1 
 

[構造物]をタップします。 2 

3 

[構造物]のアイコンをタップ

します。 
3 



  

6 

構造物を選択します。 4 

4 

5 

6 

タイプを選択します。 5 

[OK]をタップします。 6 

7 

8 

設置位置を入力します。 7 

構造物の観測データを入力

します。 
8 

構造物のデータが

入力されます。 

ここでは、点名を「NO.2+6.7」に

変更しています。 

［OK］をタップします。 
 

9 

9 
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写真を撮影する 

写真を撮影して、構造物のリンク情報に登録します。 

1 

カメラ画面が表示されますので、 

写真を撮影して、登録します。 

2 

写真を撮影する行（ここでは、

構造物を入力した行）を選択

して、［写真］をタップします。 

1 
 

カメラ画面が表示されますの

で、写真を撮影して、登録しま

す。 

2 

選択した行のリンク情報に登録され、 

ピンが表示されます。 
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構造物②を追加する 

構造物②を追加します。操作方法は、「構造物①を追加する」（P5）を参照してください。 

1 

構造物②を追加します。 

操作方法は、「構造物①を追加 

する」（P5）を参照してください。 

1 
 

線形にプラス杭（No.2＋14.8）を追加する 

線形にプラス杭を追加します。 

［メニュー］をタップします。 1 
 

1 

2 

3 

［線形］をタップします。 2 

［プラス杭］をタップします。 3 
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［計算種類］で［センター点1点 

指定］が選択されていることを 

確認します。 
 

4 

6 

4 
5 

7 

8 

［杭No］と［＋距離］を入力

します。 
 

5 

［点名自動］をタップします。 
 

6 

自動設定された点名を確認 

します。 
7 

［OK］をタップします。 8 

9 

プラス杭の観測データを入力 

します。 
9 
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路線の観測データを入力する 

路線の NO.3、BC.1、NO.4、SP.1、NO.5、EC.1、BC.2、NO.6、SP.2、NO.7、EC.2の観測データを入力します。 

路線のNO.3、BC.1、NO.4、 

SP.1、NO.5、EC.1、BC.2、 

NO.6、SP.2、NO.7、EC.2の 

観測データを入力します。 

1 

1 



  

11 

構造物③を追加する 

構造物③を追加します。 

構造物を挿入する行（ここでは 

EC.2）を選択して、[挿入]を 

タップします。 
 

1 

1 

2 

[構造物]をタップします。 
 

2
 

3 

[構造物]のアイコンをタップ

します。 
 

3 
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構造物を選択します。 
 

4 

4 

5 

6 

9 

7 

8 

タイプを選択します。 
 

5 

［OK］をタップします。 
 

6 

設置位置を入力します。 
 

7 

構造物の観測データを入力

します。 
8 

［OK］をタップします。 
 

9 

構造物のデータが

入力されます。 
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写真を撮影する 

写真を撮影して、構造物のリンク情報に登録します。 

1 

カメラ画面が表示されますので、 

写真を撮影して、登録します。 

2 

写真を撮影する行（ここでは、

構造物を入力した行）を選択

して、［写真］をタップします。 

1 
 

選択した行のリンク情報に登録され、 

ピンが表示されます。 

カメラ画面が表示されますの

で、写真を撮影して、登録しま

す。 

2 
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路線の観測データを入力する 

路線の NO.8、EP の観測データを入力します。 

路線のNO.8、EPの観測データ 

を入力します。 
1 

1 
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ＢＭを追加する 

ＢＭを追加します。 

ＢＭを挿入する行（ここでは、 

No.23）を選択して、［挿入］を 

タップします。 

1 

1 

2 

［ＢＭ］をタップします。 2 

3 

4 

5 

ここでは［結合］を選択します。 3 

BM点名、BM標高、BM距離1 

を入力します。 
4 

［OK］をタップします。 5 
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BMの観測データを入力します。 

 
6 

6 
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復路の観測データを入力する 

復路の観測データを入力します。 

［復路］をタップします。 1 

1 

2 

復路の観測データを入力

します。 
2 
 

往路、復路の標高値、較差

が表示されます。 

［制限］で往復の標高差の

制限を設定できます。 

［精度確認］で精度を確認

することもできます。 
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電子レベルと接続して、電子レベルの観測データを取り込む 

電子レベルと接続して、電子レベルの観測データを取り込むこともできます。 

［縦断］を選択します。 

 
1 
 

2 

3 

1 

4 5 

6 

7 

［縦断観測］をタップします。 

 
2 

［メニュー］をタップします。 3 

［設定］をタップします。 4 

［観測条件設定］をタップ 

します。 
5 

接続機種や通信条件を設定

します。 
6 

［OK］をタップします。 7 

8
8 

9 

観測するセル（［BS］［FS/DH］ 

［杭下］）を選択します。 
8 
 

［観測］をタップします。 9 

観測値が取り

込まれます。 
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3 作業データの保存 

作業データを保存します。万が一の場合に備えて、データはこまめに保存しましょう。 
 

［メニュー］をタップします。 
 

1 
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作業データを保存する 

 観測データの入力を終了したら、作業データを保存します。 

 

［縦断観測を閉じる］をタップ

します。 
 

2 

［名前を付けて保存］をタップ

します。 
 

3
 

1 

2 

3 

6 

4 

5 

保存先を指定します。 
 

4 

ファイル名を入力します。 
 

5 

［保存］をタップします。 
 
 

6 
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